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道
玄
坂
を
上
る
と
円
山
町
で
あ
る
。 

北
は
鍋
島
藩
邸
の
松
濤
、
南
は
南
平
台
、
西
は
神
泉
に
出
る
。 

高
台
の
茶
屋
街
は
め
づ
ら
し
い
。
江
戸
は
隅
田
川
の
河
岸
に
向
島
、
浅
草
、
柳
橋
、 

新
橋
と
、
川
沿
い
の
下
町
で
あ
る
。
坂
の
花
街
は
神
楽
坂
か
。
溜
め
池
山
王
を
越 

せ
ば
赤
坂
も
高
台
に
あ
る
。
円
山
町
は
江
戸
時
代
に
は
荒
木
山
と
言
っ
た
。 

佐
賀
の
鍋
島
藩 

荒
木
氏
の
所
有
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

今
は
、
円
山
町
の
花
街
は
名
残
程
度
で
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ぶ
町
で
あ
る
。 

泊
り
料
金
は
一
万
円
強
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
周
り
に
は
様
々
な
飲
食
店
が
並
ぶ
。 

食
欲
、
性
欲
、
睡
眠
欲
と
い
う
基
本
的
欲
求
を
満
た
す
町
な
の
で
あ
ろ
う
。 

夏
は
熱
き
鴨
鍋
を
つ
つ
き
、
そ
れ
と
対
照
の
冷
え
た
日
本
酒
が
良
い
。 

注
し
手
の
美
女
は
更
に
良
し
。 



 


